





Characteristics of Irrigation of Reclaimed Land in the Early 19th Century on Fan Tableland :
A Case of Kashobara, Southern Part of Saijo Basin, Central Hiroshima, SW Japan
Yasuhiro Kumahara
Abstract: This study clariﬁ ed the characteristics of irrigation system of reclaimed land in the 
early 19th century on fan tableland in Kashobara, southern part of Saijo Basin, Hiroshima, SW 
Japan based on physical geographical and literature historical methods. The most important to 
open the reclaimed land on fan tableland for rice ﬁ elds in those days was to obtain suﬃ  cient 
water for agriculture through a newly-built irrigation system. I identified the relationship 
the irrigation system and landform using the 5m grid Digital Elevation Model, air photos and 
mapping of irrigation pattern by handy GPS. Descriptions of official documents relating the 
reclaimed land written by the chief of village, and information of detailed drawings of planning 
of the reclaimed land in those days, provided us to understand the then planner's intention 
to collect and distribute the waters to cultivated land on tableland. This fact contributed to 
development of transdisciplinary lesson between geography and Japanese history for school 
education.





















































































































































































































a ～ d および，水路 h は，柏原地区へ水を送る役割を
持ち，水路 e ～ g は集められた水を分配して各水田
へ分配する役割を持つ水路である。なお，水路 e ～ g
は主なもののみを描いており，詳細にみると，複雑な
パターンをなす。
　水路 a：市ノ畑から取水し，中ノ峠隧道と水路 b の











































































































区まで延びる水路 d，小田山川から分岐した水路 a, b
が書かれている。一方，中ノ峠池の位置に池を模した
丸い付箋で築造中である旨が記されている。書上帳に
は，翌年の文化14年に水路 d が完成し，翌年の文化
15年に中ノ峠池が８割方完成したとあるので，書上帳
の記述と絵図の内容は一致している。 
５．考察
１）新田開発の地形上特徴と開発意図の検討
　これまでの検討から，柏原地区の新田開発は，３段
に分かれた扇状地性の段丘面で行われたことがわかっ
た。これに，新田開発の水利施設の設置順をもとに，
水を得にくい土地で水田を行うために，藩の役人は，
以下のプランを順に考えたといえる。１）ため池を扇
状地で最も高い扇頂部分に配置した。これは扇状地の
広い範囲に水を配ることができることになる。２）段
丘面上には小崖で区切られた３段の段丘面があるた
め，段丘面ごとに水利施設を別につくった。浅い開析
谷をせき止めるため最も貯水できる中位面の池を一番
池とし，一番池から流れる水は基本的には中位面の水
田だけで利用する。３）次に二番池を上位面に整備し
た。しかし水が足りないことから，旧三番池を二番池
の上に整備した。下位面は水が足りないことから耕地
にしなかった。４）同時に，段丘面上の一番池，二番
池に小田山川の水を入れるため用水路を掘り始めた。
５）しかしそれだけで足りない，あるいは小田山川沿
いの水田をもつ住民からの反対により，別の水源を求
め，中ノ峠池を築造した。
　ここまでが，広島藩主導で行われた開発といえる。
これにより，柏原地区では，二つの水源をもつことに
なったが，小田山川の水量は不安定であった可能性が
高く，中ノ峠池も集水域が狭いため，やはり干ばつは
常習的に発生していたとされる。
　この手法は，扇状地性段丘での新田開発のプランと
しては，ごく一般的にあるといえる。熊原（2013）は，
群馬県内の扇状地上の新田開発のプランを整理した
が，同じように，扇頂に用水路や池を整備するという
共通性が認められる。
２）その後の水を求める動き
　新田開発以後，柏原地区の住民が水を求めた動きは，
大きく２つある。一つはキチガイ溝であり，もう一つ
が中ノ峠隧道である。キチガイ溝の目的としては，集
水域の狭い深道池に少しでも多くの水をいれようとし
て，集水域を人為的に増やす試みとして捉えられる（図
１）。ただし，本来小田山川へ流れる水を，山地斜面
で受け止めて深道池にいれる，いわば水の横取りに近
いことから，小田山川流域の住民からの反対があるの
ではないかと思われるが，現状ではわかっていない。
またいつ頃できたのかも今のところ不明であるが，少
なくとも中ノ峠隧道よりも古いことは確かであろう。
　一方中ノ峠隧道についてみると，沖田嘉市がトンネ
ルの掘削を意図したのは，貯水能力が高い深道池に水
を送りたいと考えていたからである。水利組合の書類
に挟まれていた覚え書きのメモには，以下のことが記
されている。「深道池トンネルが出来，（深道池に）水
を溜める事が出来るようになった時より，水の権利の
１／２を市の畑に譲ることになった。又，秋の彼岸か
ら春の彼岸まで（滝原池の）余り水を深道池に引水し
ても良い事になっている。」（）内の文字と下線は著者
加筆。
　貯水能力の高い深道池に農閑期の余り水が入ること
は柏原地区の住民にとっては，非常に喜ばしい出来事
である一方，小田山川沿いの住民にとっても負担の少
ない効果的な方法であったといえる。
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　トンネルとキチガイ溝の整備は，共に貯水能力の高
い深道池に水をいれるという共通した考えであり，水
を得る手段が異なっているといえる。現在はトンネル
にのみ注目が集まっているが，今回見いだしたキチガ
イ溝も当時の水不足の苦労と工夫を伝える貴重な文化
財といえるのではなかろうか。
３）学校教育としての柏原地区の事例
　今回明らかにしたように，柏原地区の実際の水利の
事情は，やや複雑である。しかし，それを学ぶことは，
なぜ沖田氏がトンネルを掘ることを思いついたのかを
正しく理解できるようになる。同時に，農業の発展を
学ぶだけでなく，この地域を特徴付ける段丘地形の特
徴を学ぶことができる。少なくとも学校でこの地域を
教える際には，教員は知っておくべきことだと考える。
また，小学校だけでなく，中学校における歴史と地理
を融合した授業の開発，高校生における地形図の読解
や，段丘地形，扇状地地形など地理の学習にも役立つ
フィールドと考えられる。
６．まとめ
　本稿では，西条盆地南部に位置する段丘地形上に位
置する柏原地区を対象に，近世後半の新田開発の水利
施設と地形の関係を検討した。柏原地区の新田開発に
関する古文書や絵図が残されていることから，地形と
水利施設の関係から開発当時の計画者の意図を推定し
た。また，水不足に対する地域住民の行動について議
論した。最後に，小学校の郷土教育だけでなく，中学
校の社会科や高等学校の地理の学習にも，本地域の事
例は役立つ可能性が高い。
　まだ数多く残る柏原地区の文書や絵図の読解や，近
世後半から現在まで連続的に農村の変貌を捉える試み
などを今後進めていきたい。
【謝辞】
　柏原水利組合の高野正晴氏及び小玉邦男氏には，柏
原地区の用水路や水利慣行に関する貴重な情報を提供
頂くとともに，現地を案内して頂いた。東広島市河川
港湾課には，ため池台帳の資料を提供して頂いた。広
島県立文書館の西村 晃氏，下向井祐子氏をはじめと
する職員の方々には，柏原地区の絵図や文書の撮影に
際して便宜をはかって頂いた。本研究は，社会認識教
育学講座の下向井龍彦教授，大学院生弘胤　祐氏，広
島大学総合博物館学芸職員佐藤大規氏，その他多くの
大学院生ならびに学部生とともに行っている地理学・
歴史学・文化財学を融合した自主的な勉強会を通して
得た知見が大きい。記して，以上の機関・人々に厚く
感謝申し上げます。
　本論文中には，差別的な用語を用いた箇所があるが，
本地区で過去に使われていた歴史的な呼称であること
から，そのまま表記した。
【参考文献】
木村　礎（1964）：『近世の新田村』吉川弘文館。
菊池利夫（1958）：『新田開発（上巻）』古今書院。
菊池利夫（1958）：『新田開発（下巻）』古今書院。
土井作治（2010）：『広島藩の地域形成』渓水社。
熊原康博（2013）：『上州中山道の地形散歩』上毛新聞社。
１）東広島市立図書館 東広島市デジタルアーカイブ
https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/3421
205100（2017年9月29日閲覧）
２）文化遺産オンライン（2017年9月29日閲覧）
http://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/177866
３）東広島市ホームページ（2017年9月29日閲覧）
　http://www.city.higashihiroshima.lg.jp/soshiki/
sangyo/6/1/5/5/2189.html
